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一一暢士論文嬰旨一一

左右視野の文字知覚に及ぼす構えの効果

北守昭

Effects of the Short-term Reading Set upon Letter Perception 

in the Right and Left Visual Fields 

Akira Kitamori 
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序

左右視野における刺激の認知に差異があるとの研究が MishkinとForgays(1952)によって

報告された。 Mishkin達は読書方向の逆である英語とイデ、イッシ語の2ヶ国語を読み審きする

被験者に凝視点を中央として左右いずれか一方の視野に英単語ないしはイディッシ単語を瞬間

露出提示し，右視野で英単語を多く再生することを認めた。イディッシ単語は友視野で多く再

される傾向があった。Mishkin達は選択的網膜訓練仮説(Thehypothesis of a selective retinal 

training)を提示してこの結果を説明した。英語の左一右読書害方向による左綿膜への選択的訓練

が右視野の英単語の再生をよくする要因と考えた。英語よりも先にイディッシ語を学んだ被験

者においてイテゃイッシ語が左視野でより多く再生されること(Orbach1952)，教育年令の第7学

年以降において始めて左右視野の認知差が生じる (Forgays1953)という事実は読書習'演の役

割を重視する Mishkin達の仮説を支持する。Heron(1957)は左右視野における認知差の現象に

ついて組織的研究を行ない，左右いずれかの視野に片側提示した場合には右視野で，左右両視

野に両側同時提示した場合には左視野において英語の文字群がより多く再生されることを明ら

かにした o さらに，正方形に配弼した 4文字群の両側提示で各配列位置毎の文字再生の成績は
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問視野共に左上が最もよく右上~1五下→右下の)1際に悪くなることが認められた。英語の文字の

片側提示における右視野優位，両側提示における友視野優位の現象を説明するため Heronは注

走査f反説を提示した。この仮説によれば，英語の読書習'慣において行の始めから読む左か

ら右方向，行の終りから次の行の始めに廃るおから左方向への 2つの眼球運動の傾向がある。

両側提示の場合，左から右方向への注意の走査が始まる左視野の文字は認知されるが走資が

時間的に遅れる右視野の文字については認知が成立する前に消失する事態が生じる。従って，

左視野の文字の再生がよくなる。片側提示の場合，1.i.視野では行の始めから読む左一右方向と

行の終わりから次の行の始めに戻ろうとする右-1.i.方向の 2つの絞球運動の領向が互に萄藤する

形となり，この事態が左視野における再生を悪くする。 Heronの{反説は，何故，片側提示では右

視野が優位で、あり，両側提示では友視野優位であるかを説明した点で Mishkin違の仮説を詳総

に跡づけて拡大したものといえる。MishkinとForgays，及ぴ， Heronの2つの仮説はいずれも

読書習慣による読書方向の役割を重視したものであった。

しかし，その後の研究で視野優位と提示条件との関係が全て読書習慣による訓練の効果に

よって説明される訳ではないことが示された。つまり，読書方向を統制した条件の下でも認知

差が認められた (Barton，GoodglassとShai，1965， Bryden， 1966) 0 Barton達は読書方向の影響

を除くため英語とへブライ語を縦書きにしてイスラエル人の被験者に片側提示したところ，

Orbach (1952)の結果とは逆に前言語共，右視野でよく再生された。 Brydenも左右視野の認知

差に読書方向が影響をもつなら鏡映文字を提示した場合，英語の文字は左視野での再生がよく

なるとの仮説を立て実験を行なったところ，鏡映文字，及ぴ，通常の読書方向の文字のいずれ

も右視野でよく再生された。

Kimura (1966)はお利きの被験者を用い，左右視野のいずれか片側に文字群ないしは非言語パ

ターン刺激を提示して，文学群は右視野で，パターン刺激は在視野に出現した際，より正確に

再生されることを認めた。彼女は左(または右)視野に出現する刺激の視覚神経路は右(また

は左)後頭葉に到達しているとして，右利きのヒトについて大脳の友後頭葉は言語刺激の処理

に関係し，お後頭葉は非雷諾刺激の記銘に関係するという大脳半球関の機能差に関する仮説を

提示した。右側頭葉に損傷をもっ患者は文字刺激の再生では損なわれなかったが，複雑な無意

味形態の再生では左側頭葉に損傷をもっ患者に比較して有意に劣り (Kimura1963) ，一方のlQU

頭葉の切除術 (Lobectomy)をうけた患者にアルファベット文字を片側，及ぴ，両側提示し，切

除とは皮対視野の再生が悪くなるのorff，MirskyとMishkin，1965)との事実はこの仮説の妥当

性を裏づける。

一方，被験者の利き手が左右視野の認知差に関連をもっとの研究も報告されている (Bryden，

1964， Orbach， 1967)。

White (1969)は MishkinとForgaysの研究に始まる左右視野における認知差の問題を扱っ

た一連の文献を展望し，研究に用いられた料激特性と実験条件を整理し，左右の認知差の現象

を説明する仮説の検討を行なった。左右の認知差に影響を及ぼす刺激特性，実験条件として，

刺激提示条件(片側か両側か)，刺激の量・種類・空間配列，刺激の持続時間，報告}順序，視覚

条件(判長祝か副長視か)と科き眼，利き手と対「必半球の局在性を挙げ，彼は実験条件を次の

2つのカテゴ1)-

①刺激情報が多数の刺激配列からなり，関上の持続時間(50 -150 msec)で提示される。

③刺激情報は単一刺激で闇値の持続時間で提示される
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に涯分し，視野の優位性を説明する仮説として 2つの要閣を挙げた。一つの要因は第 1の条件

の下で生じ，左 右読書習慣によって裏づけられる方向性をもっ提示後痕跡一走査機構 (direcω

tional postexposural trace-scanning mechanism)であり，他の要関は第2の条件の下で生じる

科き予・手IJき組・大脳皮質半球の優位性などの構造的要因である。

読書習慣による読欝方向との関連で論じられるこの走査機構の問題は，短かい時間関係の中

における認知の仕方に着目すれば，短期学習として新たに問題化しうる局面をもっといえる。

Heronの提示した左一右方向への注意、ー走査仮説は Bryden(1967)によって系列機構化のモデ

7レ(Amodel for sequential organization)として理論{ちされた。 Brydenは刺激の急速に消失す

る視覚痕跡の上に働いている系列的に機構化されている時間的・空間的走査機構の存在を想定

した。かくして，その後の研究ではこの走査機構の分析と検討が行なわれるに到る (Bryden， 

DickとMewhort，1968，馬場， 1969， Scheerer 1972， MewhortとCornett，1972， Scheerer， 1973， 

Nice， 1973， Mewhort， 1974， HeartyとMewhort，1975)。

この報告では Heronの提示した1i:-右読書方向による控意一定査仮説が相異なる 2つの読

書方向をもっ日本語の文字知覚においても妥当しうるか否かを検討する。日本語の文字知覚が

左右視野の認知差に影響をもっとの研究は日irataとOsaka(1967)によって報告されている o

HirataとOsakaは縦書きに配列したカタカナ2文字の熟語を片側，及び，両側提示し，右視野

における再生がよくなることを示した。彼等はこの結果を提示後の注意過程によって説明した。

つまり， 日本語を縦書きにした場合，丈の読み始めは右上から開始されるので文の読み始めへ

の眼球運動の傾向が右視野の再生をよくするとされる。この結果が Heronの結果と異なる点は

Heronの場合，片側提示では右視野優位，間側提示では1i:視野優位であるのに対して，片側，

及び，両側提示で右視野が優位になることである。

この 2つの結果の違いについて推定されることは日本語の読書方向にみられるつぎのような

特徴によるのかもしれない。すなわち，日本語には縦書きの場合，右から左方向に読み，横書き

の場合，左から右方向に読む読書習慣がある。そして，これら 2つの読書習慣が捜雑に影響し

合っているとも考えられる。

実験 Iでは縦書き文字，積書き数字を提示しこれらが文字知覚の上に現われる効果を講べる

ことにする。

実験 I

実験の目的は日本語の文字知覚に縦読みと横読みの読書習慣が影響を及ぽしているか否かを

検討するところにある。読番方向を決める操作条件として，文字配列が関与しているとの予想

のもとに，縦読みの読書習'演を解発するものとして正方形配列のひらがな文字群，横読みの読

書習慣を解発するものとして横一列に並ぶ数字を用いた。

被験者は大学生 13名(数字刺激に参加した者9名，ひらがな刺激に参加した者4名)。刺激

は凝視点を中央とし左右両視野に正方形に配列したひらがな文字群 (4文字)，またはこれと同

様に左右視野に積一列に配列した数字 (4文字)。ひらがなと数字刺激の大きさは凝視点からの

水平視角度がそれぞれ， 3'5'と7'であった。刺激は瞬間露出器によって，ひらがなと数字それぞ

れ， 165msecと170msecの持続時間で、左右前視野の刺激を問時提示した。被験者からの反応は，

提示後見えたと思ったひらがな文字，ないしは数字を口頭で報告させた。

各刺激配列位置で正しく報告した刺激数を調べたところ，ひらがな文学群においては右視野
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では右上と右下の再生が最もよく左上→左下のJI僚に悪くなった。左視野では左上の再生が最も

よく，次に恋下と右上の再生がよく右下における再生が最も悪かった。一方，数字刺激では左

右視野いずれの場合も一番左側において再生が最もよく右の方に移動するにつれて悪くなる鱗

向が認められた。しかし，左視野の凝視点に最も近い位置にある数字と右撹野の最も外側に位

置する数字の再生もよくなる領向が見られた。この2つの見え方は注祝点効果，及び，末端効

果(馬場， 1969)によって説明されるかもしれない。

以上の結果から縦書き文字凱列では右側の文学の再生をよくし，一方，横審き数字菌訪日では

左側の数字の再生をよくするといえる。従って，読警習慣による読書方向の違いが文字知覚に

影響を及ぽすとの仮説は支持された。

左視野に提示された縦書き文字群については左側の文字がよく再生されたがこれは左から右

方向に進む横読み読書習'債の影響が働いていると解釈される。

実験 II

Heronの実験(1957)，及び，実験Iで得られた読書方向を反映する文字知覚の現象が読書官ヨ

慣による所産であるとすれば，それは長期間に渡る読書習慣の訪11糠の過程で形成されてきた諜

物であろう。このような長期に渡る訓練の結果，読書事方向に規定される文字知覚が生じると考

えると，文字知覚において基礎に読誉方向を維持するある種の学習効果の存夜を仮定せざるを

得ない。長期の訓練中に読書方向を維持する学習効果が生じそれが文字知覚の上に影響をもっ

とすれば矩期の読書害方向の構えを学滋させた後にも文字知覚に効果が生じることを見込むこと

ができょう。

実験IIでは被験者に短期の読書方向の構えを学習させる条件操作を通じて構えの文字知覚に

及ほす効果を調べ，学習効巣の性鷺を明らかにすることを意図した。文字知覚の基礎に読書方

向に規定されるような学習効巣が生じているならば短期の読書事方向の構えを学習させた場合，

文字知覚に構えの影響が生じると仮説する。

(方法)

1 被験者

被験者は男子9名，女子3名の計12名で平均年齢22歳。

全被験者共，視力は矯正視力を含めて1.0以上であった。

2. 刺激材料

刺激は白のケント紙に黒のマジックインキで書いた数字で oと1は除いた。
数字は凝挽点を中心に正方形(右上，右下，左上，左下の4文字)に配列した(第l酪参照)。

2 3 

× 

5 8 

20.4cm 

4 第 1 図. 数字刺激の布置
一一…ー下

中心から刺激までの視角度1"24'。

数字の大きさ 42'0 
凝視点 (x印)の大きさ 21'。
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3 装置

刺激提示装置は竹井DP式瞬間露出器。時間制御は竹井ブリセットタイマーを使用した。
この装置の照射時(凝視点，刺激提示)の背景光は 200ルクス。

4. 手続
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実験は被験者毎に過する刺激提示時間を決めるための練習試行(10試行)に続いて，実験試

行2系列(統制系列と実験系列)からなる。

統制系列では被験者は両眼を瞬間露出器の eye holeに密、着させ，実験者の用意の合図に続

いて騎手見野になり，続いて l秒間持続する凝視点が提示され，凝視点消失と共に 4つの数字が

同時に提示される。被験者には刺激消失後，見えた数字を口頭で報告せよと教示した。

実験系列では統制系列で得られた数字再生の刺激配列位寵による成績の違いをかく乱するた

め，毎回の提示に先立って被験者の前方の板にはりつけたクレペリン精神作業検査用紙の数字

2行を一服毎に読ませた。訓練の方法は， ffUえば，統制系列で左上→右上→左下→右下の}1僚に再

生が悪くなる被験者には右方向から志の方に読ませ，右上が左上より右下が左下よりも再生の

成績がよい被験者には左方向からおの方に読みの訓練をさせた。被験者にはこの訓練は後に提

示される数字の見えをよくするか否を調べるためのものであるとのみ告げ，実験の目的につい

ては知らせなかった。刺激提示問数は統制系列，実験系列各々40図。視覚条件は詞眼視で刺激

持続時間は2文字ないし 3文字の数字の再生が成立した時間をもってその被験者の持続時間と

した。全被験者について持続時間は20-4伐neecの範囲内にあり，王子均は25msecであった。

結果

統制系列(訓練前)における刺激位寵の成績の違いにもとずいて主として3つの被験者群が

分類された。

A群 (6名)は各位置の成績はよい方から左上一右上一左下一右下の}1領， B群 (4名)の成績

は右上一左上一右下一左下の}I煩， C群 (2名)は各位謹の成績に大きな差はなく平均化されてい

た。実験系列で被験者に行なわせた読書方向の訓練の仕方はA群と C群には右方向からの訓練，

B群には左方向からの訓練であった。

分析はA群とB群の刺激配列位置毎の数字の正答数について行ない，結果を第2図に示した。

第2閣では最高得点を 100として訓練前と認可練後の各位置の正答数を比率で表わした。第 l表

には偶人別の各位置毎の訓練前に対する訓練後の正答数の増加率を示した。

第2閣の結果から訓練前と訓練後の各刺激位量の再生による成績の比較を行なうと， A群で

は訓練前に対して~}II練後では左上下依寵の再生が悪くなり，右下の位置ではわずかによくなる

傾向がある。訓練前と訓練後の各位置の成績を左おの違いで比較すると，上下位震の左右の成

績は訓練の前後で変動が見られる。訓練前の上下位置の成績はいずれも左側の再生が右よりも

勝っていたが，訓練後では左右位量における成績が逆転し右側の再生が左よりも勝った。その

結果，各位賓の成績は訓練前の左上→右上→左下→右下から説練後では右上→左上→右下→左

下となり順位が入れ換った。

一方， B群について，訪11練前と訓練後の各位置の成績の比較を行なうと，友上下位置の再生

が訓練後でよくなり，逆に右下の位翠で悪くなる傾向が認められる。訓練前と訓練後の成績を

左右の違いで比較すると，訓練前の上下位農の成穣はいずれも左側よりも右の方で、勝っていた

が，訓練後では下の位置で左右の成績が逆転し，上の位置では左右の成績はほほ等しくなった。



ト80 教育学部紀要第四号

A群(6名) B群(4名)

100 
(%) 

90 -ー岬噌;l)ij練直吉 -・四司訓練前

:為.80 併ー四・訓練後
』四戸-晶A、←吋訓練後(お方向から (定方向からの語11練)

70 .，. の訓練)

〆
60 

、
、
‘ 50 1、 、
‘ 、 ， 
‘ 40 ¥x  
、ν ， / 

30 

20 

10 

正守主/ 左上 お上 左下 右下 左上 お上 友下 右下

第2関 A群と B群の刺激配列位讃毎の訓練前と訓練後の数字の正答率。

第1表 偶人別の各f立蜜毎の~jll線高官に対する訓練後の正答数の増加率。

訓練の仕方 右方向からの訓練 (A群)

孟戸空11 刺激配列位号室ti.上 お上 左下 お下

s， 0.86 0.95 0.75 0.90 
S2 0.94 1.08 0.50 1.05 

83 0.78 1.10 1.13 2.00 

s， 0.63 0.88 1.08 2.50 
85 0.60 0.73 0.22 。‘43
8. 1.00 1.20 0.46 1.00 

訓練後の各位霞の工E答数
※増加率三二一一一一一一一一一一一一一

訓練前の各位援のiE答数

訓練の仕方 左方向からの訓練 (B若手)

ぷよ竺
刺激配列位置

ti.上 右上 左下 お下

S7 1.35 1.15 0.92 0.75 

s. 1.11 1.08 2.00 0.90 

s. 1.56 1‘13 1.43 1.36 
S10 0.91 0.65 1.09 0.67 

第 l表から訓練前と訓練後の各位寵の再生による成績の違いを個人別にみると， A群では上

下の位寵共に右側の位置の再生の増加率は左側よりも全被験者について大きく， B群では逆に
右側の位置の増加率は左よりも小さい。次に，訓練の仕方の違いによる増加率の変動を見ると，

A群では左側の位置の増加率の減少が著しいが， B群では逆に向じ位量で増加傾向を示してい

る。

一方，右側の増加率(特に右下位置)はA群では増加傾向を示しているが， B群では逆に減

少している。右上の位量の増加率については訓練の仕方の違いによる変動は比較的少ないとい

える。



左右視野の文字知覚に及ぼす構えの効果

以上の結果を要約すると，

(1)読書方向の構えの効巣は文字知覚において一つのパターンとして現われる。

(2) このパターンは文字知覚における促進効果と抑制効果から成り立っている。
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実験Iでは文字知覚に読番習慣による読書方向が影響をもっという Heronの注意ー走査仮

説を検証し，実験IIでは，文字知覚に先行の読書事方向が皮映されているとする実験Iの結果か

ら導き出される仮説として，文字知覚の基礎に読書方向に規定されるある種の学習効采の存在

を推定し，短期の読書方向の構えが文字知覚の上に現われる効果を分析した。結果は刺激提示

前に造られた読書方向の構えは文学知覚の上に一つのパターンとして現われ，文字知覚の基礎

にある種の学習効巣が存在するという仮説を支持した。

文学知覚にみられる認知の特徴は読書習'慣における読書方向という共通の文化的，社会的背

景の条件の下で形成されてきた知覚的枠組を反映していると考えることができる o 特定の読書

方向による知覚的枠組の成立を説明するためには，当該読欝方向に特異的で他の読書方向によ

る知覚的枠組とはIR別される，一つのまとまりをつくりだす結合機能の存在を想定せざるを得
ない。

先行経験の媒介のもとで、生体内部に形成される結合のあり方を図式結合と名付ける。文字知

覚における読書方向の図式結合は文字の空間配列に方向性をもたせ刺激走査の効率を高める役

割を担っているものと思われる。準備態として生体内部に蓄えられている図式群と入力文字刺

激の空間配列についての情報との照合が行なわれ，入力刺激とうまく合致する関式がこの国式

群の中から解発されるのであろう。読書方向という図式結合が文字知覚に及ぽす効果は，読み

始めの祝野の見えをよくし，読み始めとは反対視野の見えを悪くするというかたちをとって，

文字の空間配列における見えの難易度の違いという形で現われる。盟式結合が文字知覚へ働き

かけるあり方は，見えに促進的，及び，抑制的効果をもっといえる。

この報告の作製にあたりましては狩野教授，北島劫教授のご指導を得，研究室の皆様のご協

力を得ました。慎しんで感謝の意を表します。
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